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発行／ＪＡ全中（一般社団法人 全国農業協同組合中央会）

ＪＡ石川かほく（かほく市・河北郡津幡町・内灘町）では、販売拡大に向けた規格外品活用による
６次産業化やマーケットインに基づく差別化販売、生産拡大に向けた栽培指導強化による
「ルビーロマン」の商品化率向上など、さまざまな取り組みを実践しています。
その結果、生産組合員の10ａ当たり所得は、2019年度44.4万円となり、2014年度に

比べ14.5万円、48.4%の増加を実現しました。
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【ＪＡの具体的取り組みと成果】

産拡大に向けては、栽培が難しく商品化率が低
いことが課題だった県オリジナルの高級ぶどう「ル
ビーロマン」の栽培指導の強化として、農業IoTの導
入によるぶどうが圃場にない時期の栽培技術の学習、
ベテラン農家とＪＡ職員同行による若手生産者育成、
生産技術の高位平準化のための現地指導などに取り
組みました。
その結果、2019年度の商品化率は、2014年度比
19㌽増の50％に達し、栽培面積も2014年度比36a増
の316aとなりました。

売拡大に向けては、デラウェアの他産地との差
別化を目指し、大手量販店バイヤーの産地視察を積

極的に受け入れ、実際に販売する店舗と事前に企画
販売を協議するなどマーケットイン販売に取り組ん
だほか、ＪＡ組合長とかほく市長によるトップセー
ルスを行うなど、行政と連携した販売促進活動にも
取り組みました。
また、年間を通じて「高松ぶどう」をＰＲするため、

６次化商品「ぶどう果肉入りリキュール」を開発し、
「かほくの口福」と名付けて販売することにより、
規格外品を活用し、所得増につなげました。
その結果、デラウェアの1kg平均単価は、2014年

度に810円だったものが、2019年度には1,065円とな
り、31.5％増加しました。

これらの取り組みにより、2014年度から2019年度

にかけて、10a当たり48.4％の所得増大を実現しました。
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